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整備事業

Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（秋田県　平成26年度）

メニュー

①

メニュー

②

事業内容 事業費

備

考

（円）

（工種、施

設区分、構

造、規格、

能力等）

交付金 その他

大館

市

あきた

北農業

協同組

合

野菜（枝

豆）

10ａ当たり流通コスト

を22.4％削減

105,014円 82,313円 81,424円 96.2% 　共同選果に

よる雇用労働

費の削減と、

縦ピロー包装

機の使用によ

る包装資材費

の削減により、

１０ａ当たり流通

コストを21.6％

削減した。

野菜（枝

豆）

全出荷量に占める

加工向け又は外食・

中食向けの割合を

25ポイント増加

17.7％ 27.0％ 42.7％ 37.2% 　６月の高温・

干ばつ、８月の

長雨の影響に

より生産量が

少なく、予約相

対に優先的に

販売せざるを

得ない状況と

なったが、加工

向け又は外

食・中食向け

の割合は、9.3

ポイント増加し

た。

集出荷貯蔵

施設

処理量：495

ｔ

386,543,850 184,068,000 0 0 202,475,850 H26.3.18 　流通コスト削減につい

ては、共同選果により雇

用労働費や包装資材費

の削減が図られたが、目

標達成に至らなかった。

今後は、加工向け等コン

テナ出荷量の増加によ

り、包装資材費を更に削

減し、目標達成を図りた

い。

　加工向け又は外食・中

食向けの割合増加につ

いては、生産量が少な

かったことから、従来の

予約相対取引を優先的

に販売せざるを得ない

状況になり、その結果、

目標を達成できなかっ

た。今後は、生産量の増

加を図るため、各種研修

会を開催し、排水対策

の徹底、病害虫防除の

指導等を行い、単収向

上を図るとともに、加工

取扱業者等より取引要

望があることから、新規

販売先を確保し、また、

既存取引先の取扱量の

増加交渉により、目標達

成を図りたい。

　流通コスト削減につい

ては、目標達成まであと

少しである。事業実施主

体では、コンテナ出荷の

比率を高め目標達成す

ることとしていることから、

県では、商談会や実需

者等の情報提供などの

支援を行う。

　加工向け又は外食・中

食向けの割合が目標未

達成の要因は、天候不

良による生産量減少で

ある。今後は、安定生産

量の確保に向けて生産

量の増加を図るため、県

事業によるマルチ栽培

の導入支援や営農指導

員と連携した普及指導

員の技術指導を継続

し、目標達成に向けた

支援を行う。
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